
神
戸
製
鋼
美
術
賞
展

秀作ぞろいの神戸製鋼美術賞展

神
戸
製
鋼
で
は
自
社
の
カ
レ
を
あ
つ
め
た
。

ン
グ
ー
原
画
を
一
般
か
ら
公
募
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
美

☆
力
作
ぞ
ろ
い
の

賞
″
に
松
本
文
子
（
京
都
市
）
て
い
る
。

か
ら
集
ま
っ
た
。

捗
鰐
灘
織
議
鯉
灘
継
紳
誘
藤
涛
ク
側
総
瑚
鯉
騨
蕊
一
蹴
総
縮
約
一
鐘
ン
患
駿
」

" チトラル号' ’に別れを惜しむ

１
１３８
１

品
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
人
気

ち
か
広
場
で
、
入
賞
、
入
選
作

百
二
十
二
ｔ
）
は
イ
ギ
リ
ス
の

縄
古
切
手
収
集
に
ご
徳
力
を
″

な
た
の
会
社
や
象
庭
で
、
古
切
手

用
済
の
日
本
、
外
国
ど
ん
な
切
手

可
）
が
、
捨
て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

あ
る
い
は
ご
持
参
く

◇
い
た
だ
い
た
方
に
、
連
動
参
加
の
カ

ー
ド
を
送
り
ま
手
も

あ
な
た
も
、
あ
芯
た
の
霞
わ
り
に
あ

る
古
切
手
に
ハ
サ
ミ
を
い
れ
る
と
輪
う

行
為
を
逆
じ
て
、
芯
に
げ
な
く
捨
て
ら

れ
て
い
た
古
切
手
に
．
新
し
い
い
の
ち

を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
み
な
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
心
を
集
め
る
桶
祉
の

こ
の
迎
動
に
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
幸
殆

腿
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

糖
神
薄
弱
問
蕊
の
牌
発
運
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
雄
・
日
の
お
祝
の
中
か

ら
意
誠
的
に
面
円
節
約
し
て
貯
金
＃
て

い
た
だ
く
。
各
裏
庭
で
こ
の
間
脳
に
つ

い
て
話
し
合
う
磯
会
を
つ
く
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て

わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
、
精
神
薄
弱
児

（
者
、
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
熱
を
広

げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生
間
を
有

意
碇
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

挺
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
ｌ
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
８

の
１
の
６
神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵

便
局
の
前
回
２
５
１
‐
・
８
１
６
１
内

線
３
１
６
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オホーツクの海

こ
の
Ｓ
Ｌ
写
真
集
は
、
神
戸

市
交
通
局
に
勤
務
す
る
上
川
庄

一
一
郎
さ
ん
の
自
費
出
版
で
「
人

情
味
豊
か
な
日
本
の
風
土
を
こ

よ
な
く
愛
し
た
」
上
川
さ
ん
ら

し
く
、
今
ま
で
の
Ｓ
Ｌ
写
真
集

と
ち
が
っ
て
、
風
景
の
美
し
さ

△
１
１３９
１

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

国
吉
康
雄
展
ｕ
／
蝿
１
浬
〆
虹

☆
南
蛮
美
術
館

南
蛮
紅
毛
美
術
展
、
／
４
１
皿
／
釦

★
白
鶴
美
術
館

白
鶴
秋
季
展
「
中
国
古
代
青
銅
器
展
」

９
／
狸
ｉ
ｎ
／
鋤

☆
香
雪
美
術
館

秋
の
取
合
せ
名
品
展

、
／
２
１
⑫
／
皿

★
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

亀
高
文
子
自
選
展
皿
／
１
１
ｕ
／
釦

★
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
巧
回
フ
ォ
ト
・
ア
ル
フ
ァ
展

ｕ
／
８
１
，
／
叫

泉
龍
新
進
書
道
展
皿
／
晦
ｉ
ｎ
／
迦

第
ｎ
回
神
戸
外
大
美
術
部
Ｏ
Ｂ
展

ｕ
／
配
１
，
／
詔

ジ
ュ
ン
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

、
〆
”
ｌ
辺
／
４

☆
Ｋ
Ｃ
Ｃ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

瀬
戸
の
陶
芸
ク
ラ
フ
ト
三
人
展

皿
／
１
１
ｕ
／
率

尾
崎
良
二
・
小
松
崎
邦
雄
・
山
本
文
彦

版
画
展
ｕ
／
Ⅳ
ｉ
ｎ
／
調

★
大
丸
百
貨
店
美
術
画
廊

布
ソ
ビ
エ
ト
絵
画
展

、
／
６
１
ｕ
／
型

中
国
伝
統
工
芸
品
展
、
／
理
１
，
／
犯

京
の
中
古
道
具
市
皿
／
鋤
ｉ
ｎ
／
弱

奥
田
元
床
画
展
皿
／
”
Ｉ
旭
／
２

★
そ
ご
う
百
貨
店
美
術
画
廊

横
山
義
雄
油
絵
展
、
／
７
１
ｕ
／
理

中
山
玄
心
陶
芸
展
ｕ
／
皿
ｌ
ｕ
／
ｍ

今
井
ロ
ジ
ン
油
絵
新
作
展

皿
／
型
１
ｎ
／
顕

☆
さ
ん
ち
か
広
場

兵
庫
県
科
学
連
合
書
道
展

皿
／
超
Ｉ
ｕ
／
岨

技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルｕ

／
鋤
Ｉ
皿
／
坊

さ
ん
ち
か
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
フ
ェ
ス
ク

皿
／
”
ｌ
狸
／
２

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

長
田
写
友
会
写
真
展

ｕ
／
蝿
ｌ
皿
／
把

創
元
会
兵
庫
支
部
展

、
／
即
ｉ
ｎ
／
坊

児
童
防
火
ポ
ス
タ
ー
展ｕ

／
”
ｌ
哩
／
２

マ
ン
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
た
」
と
語
る
。

「
パ
リ
の
庶
民
の
肌
合
を
愛
し

て
、
通
り
す
が
り
の
旅
行
者
に

は
つ
い
見
の
が
し
そ
う
な
も
の

を
よ
く
と
ら
え
た
。
そ
こ
が
貴

い
。
」
と
詩
人
の
竹
中
郁
氏
は

個
展
に
よ
せ
て
の
こ
と
ば
を
送

っ
て
い
る
が
、
つ
め
か
け
た
人

た
ち
か
ら
「
変
に
今
様
の
流
行

を
追
わ
ず
、
と
て
も
素
直
な
写

真
で
あ
る
」
と
好
評
だ
っ
た
。

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
は
よ
う
さ
ん

六
甲
山
で
ロ
ケ

好
評
の
う
ち
に
ス
ト
ー
リ
ー

が
展
開
し
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
朝
の
ド
ラ
マ
、
田
辺
聖
子
原

作
「
お
は
よ
う
さ
ん
」
の
ロ
ケ

が
六
甲
山
で
行
な
わ
れ
た
。

今
回
の
ロ
ケ
は
、
鮎
子
へ
秋

《
“
‐
・
韓

穏
Ｌ
幾

群
・
鰯

滝

六甲山でのロケの三人娘 荒尾純さん

こ
の
ポ
ス
ト
は
、
さ
ん
ち
か

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
こ
う
べ

の
中
央
に
あ
り
、
伝
言
カ
ー
ド

を
差
し
込
む
ボ
ッ
ク
ス
が
誕
個

並
ん
で
い
る
。
中
学
・
高
校
の

文
化
祭
や
体
育
祭
の
案
内
、
売

り
ま
す
。
買
い
ま
す
の
紹
介
、

グ
ル
ー
プ
参
加
へ
の
誘
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
若
者
た
ち
の
活
動

の
お
知
ら
せ
で
い
つ
も
空
席
な

し
。
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
話
題

も
多
く
、
読
む
だ
け
で
楽
し
く

な
っ
て
く
る
。

野
暢
子
）
た
ち
の
計
画
で
、
彩

子
（
中
田
喜
子
）
た
ち
三
人
娘

と
、
別
行
動
で
六
甲
山
に
や
っ

て
き
た
桐
生
（
山
城
新
伍
）
親

子
が
途
中
で
合
流
し
、
彩
子
に

プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
桐
生
と
彩
子

と
を
引
き
合
わ
せ
る
と
い
う
場

面
。
計
画
は
す
す
み
、
彩
子
と

桐
生
は
一
一
人
つ
き
り
に
な
る
。

さ
て
、
そ
れ
か
ら
…
…
。
（
団

年
３
月
、
日
放
送
分
）

☆
詩
情
豊
か
な
Ｓ
Ｌ
写
真
集

自
費
出
版

汽
車
の
表
情
に
喜
怒
哀
楽
を

見
、
田
舎
の
少
女
に
出
会
い
、

静
か
な
自
然
に
触
れ
る
、
そ
ん

な
撮
影
旅
行
。
美
し
い
風
土
の

中
に
走
り
つ
づ
け
る
汽
車
の
写

真
集
が
出
版
さ
れ
た
。

人気のボックス

が
味
わ
い
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た

写
真
七
○
点
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。家

族
、
同
僚
た
ち
に
励
ま
さ

れ
て
出
版
し
た
上
川
さ
ん
は
、

写
真
も
汽
車
も
い
わ
ば
素
人
。

そ
の
写
真
集
に
、
乗
物
好
き
の

十
三
代
片
岡
仁
左
衛
門
さ
ん
は

「
私
は
こ
れ
を
見
、
そ
し
て
読

ん
だ
と
き
、
と
て
も
快
い
興
奮

を
覚
え
ま
し
た
」
と
評
し
て
い

る
。☆

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

伝
言
カ
ー
ド
人
気
の
的

新
し
く
生
ま
れ
変
っ
た
さ
ん

ち
か
ダ
ウ
ン
で
人
気
を
呼
ん
で

い
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
「
あ
な

た
の
ポ
ス
ト
・
エ
コ
ー
型
」
が

あ
る
。

美
術

ガ
イ
ド

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



よ
み
が
え
る

北
野
町
界
隈

ｆ

★
〃
ひ
ろ
ば
〃
の
中
の
現
代
美
術

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
改
装
オ
ー

プ
ン
に
協
賛
し
て
今
年
は
、
さ

ん
ち
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
９
月
”

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
２
回
７

／
７
／
７
．

１
１４０
１

疎
隔
さ
れ
た
大
衆
と
現
代
美

術
と
の
間
に
、
パ
イ
プ
を
つ
な

ご
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
こ
こ
ろ

み
で
あ
る
７
／
７
／
７
だ
け
に

こ
う
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ダ
ウ

・
掲
示
板

★
ク
リ
ス
マ
ス
慈
善
バ
ザ
ー

ｎ
月
晦
日
（
土
）
狸
時
１
，
時
相
楽
園
会

館
に
て
。
会
員
手
作
り
の
お
菓
子
、
蚤

の
市
、
模
擬
店
、
お
食
事
な
ど
。
来
場

大
歓
迎
。
関
西
日
英
協
会
婦
人
珂
聖
他

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ｎ
月
鈎
日
全
）
婦
人
会
館
に
て
。

（
社
）
家
庭
養
謹
促
進
協
会
主
催

★
神
戸
大
学
六
甲
台
祭

皿
月
週
日
采
）
前
夜
祭

束
遊
園
地
喰
水
広
場
に
て
。
晦
時
よ
り

吏
半
パ
レ
ー
ド
。
蝿
時
よ
ぃ
鯉
音
コ
ン

サ
ー
ト
、
挙
法
演
武
な
ど
。
ミ
ス
・
カ

レ
ッ
ジ
決
定
。

哩
月
垣
日
全
）
逓
日
（
日
）

辿
臭
学
六
甲
台
に
て
．

排
溌
店
、
舞
台
な
ど
。

ゲ
ス
ト
・
古
井
戸
／
晦
日
（
日
）
皿
時

鋤
分
１
浬
時
釦
分
。
講
堂
に
て
。

海
原
千
里
、
万
里
／
躯
日
（
日
）
魁
時

鋤
分
よ
り
。
舞
台
に
て
。

☆
甲
南
大
学
摂
津
祭

ｕ
月
皿
日
釜
）
前
夜
祭

し
ぱ
た
は
つ
み
、
北
野
タ
ダ
オ
と
ア
ロ

ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
Ⅳ
時
’
四

時
．
体
害
晶
に
て
．

晦
日
全
）
学
術
祭

現
代
郵
農
・
加
藤
諦
三
氏
／
璽
時
ｌ
妬

時
。
桂
福
団
治
氏
／
晦
時
釦
分
ｌ
旭
時

小
ホ
ー
ル
に
て
。

唾
日
（
日
）
体
育
祭

サ
ッ
カ
ー
対
校
試
合
遮
時
鋤
分
ｌ
蛎
時

釦
分
。
波
武
祭
／
皿
時
Ｉ
近
時
。
グ
ラ

ン
ド
に
て
。

Ⅳ
日
（
月
）
音
楽
祭

グ
リ
ー
ク
ラ
プ
、
軽
音
楽
部
、
交
騨
楽

団
、
女
声
合
唱
団
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

同
好
会
、
邦
楽
研
究
会
、
マ
ン
ド
リ
ン

ギ
ク
ー
ク
ラ
プ
。
超
時
Ｉ
即
時
釦
分
。

神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
。

娼
日
（
火
）
演
劇
祭

応
援
団
、
能
楽
研
究
部
、
演
劇
部
、
歌

舞
伎
文
楽
研
究
部
。
埠
時
Ｉ
ｍ
時
。
芦

屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
に
て
。

岨
日
系
）
後
夜
祭

北
京
一
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
。
鵡
時
Ｉ

郡
時
。

症
繊
測
畷
継
繍
一

必
要
な
の
だ
。

隈
睦
紳
諏
宰
壁
悟
銚
密
術
界
一

新
ら
し
い
展
開
を
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
か
ハ
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ト
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
を
創
ろ
う

と
い
う
動
き
が
あ
る
。

こ
れ
だ
と
膝
を
た
た
き
た

く
な
る
よ
う
な
嬉
し
い
話
で

あ
る
。
守
る
こ
と
も
大
切
だ

が
、
積
極
的
に
創
る
方
向
こ

ン
の
中
で
の
展
示
は
予
想
以
上

に
会
場
を
訪
れ
る
人
が
多
く
、

藤
原
向
意
河
口
龍
夫
、
丸
本

耕
、
元
永
定
正
、
斉
藤
智
、
植

松
杢
二
、
山
口
牧
生
の
七
作
家

の
作
品
に
見
入
っ
て
い
た
。

☆
ド
イ
ツ
の
若
人
た
ち
と

一
九
五
四
年
以
来
、
日
独
文

化
協
定
に
基
づ
き
日
独
青
少
年

の
国
際
交
流
が
始
ま
っ
た
が
、

今
年
は
主
に
音
楽
や
演
劇
に
秀

出
た
百
四
○
名
の
ド
イ
ツ
青
年

た
ち
が
来
日
。
そ
の
中
の
Ｅ
グ

ル
ー
プ
二
三
名
が
十
月
十
四
日

か
ら
十
九
日
ま
で
神
戸
の
秋
を

楽
し
ん
だ
。

一
般
の
家
庭
に
泊
っ
て
の
全

く
の
民
間
外
交
。
港
め
ぐ
り
ゃ

真
珠
加
工
を
見
学
し
た
り
、
十

八
日
に
は
国
際
会
館
小
ホ
ー
ル

会場で説明する乾由明さん

敬

蓉織蕊蕊蕊
懲灘↓蝦瑚‘瀬i i 睦発描花友話入際ン
鋤謄隷篭零潟課躍溌鞘蝋榊と淫蓬繊鯉騨騨蝿･ 土容並写エのれいりつのハ神てン庫 ･ が開

花時計最
近
、
神
戸
の
北
野
町
界

隈
を
大
切
に
守
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
「
北
野
界
わ
い
を
守

る
会
」
な
ど
が
出
来
て
い

る
。
実
際
に
神
戸
で
一
番
情

諸
豊
か
な
町
並
で
あ
る
こ
と

は
一
様
に
認
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
ど
ん

ど
ん
赤
い
練
瓦
塀
は
く
ず
さ

れ
、
界
わ
い
に
馴
染
ん
だ
建

物
が
消
え
て
行
く
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
よ
う

で
あ
る
。

だ
が
、
こ
こ
に
新
し
い
動

き
が
出
て
き
て
い
る
。
守
る

だ
け
で
は
駄
目
だ
、
創
ろ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
異
人
館
を
新
し
く

建
て
な
お
そ
う
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
こ
の
界
隈
の
情

緒
を
生
か
し
、
そ
の
雰
囲
気

に
あ
っ
た
建
物
を
つ
く
ろ
う

そ
し
て
、
北
野
情
緒
プ
ラ
ス
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画己。

受
付
の
少
年
が
戻
っ
て
き
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
ど
う
ぞ
」

精
い
っ
ぱ
い
声
を
張
っ
て
少
年
が
客
に
告
げ
る
。

男
ｌ
金
原
裕
介
は
、
当
然
だ
と
い
う
表
情
で
肯
い
た
。
ま
る

で
自
宅
へ
上
が
り
こ
む
よ
う
な
足
ど
り
で
室
内
へ
進
ん
だ
。

連
れ
の
婦
人
た
ち
に
も
、
あ
と
に
従
う
よ
う
に
目
で
示
す
。
そ

し
て
、
一
番
奥
の
ソ
フ
ァ
へ
ゆ
っ
く
り
近
づ
き
、
ど
っ
か
り
と
腰

を
お
ろ
し
た
。

「
戸
波
記
者
が
不
在
な
ら
、
支
局
長
に
ｌ
ｌ
Ｌ
と
い
う
指
名
で
あ

る
。本

社
発
の
、
き
ま
り
き
っ
た
通
達
書
類
か
ら
目
を
離
す
と
、
石

津
支
店
長
は
こ
の
招
か
れ
ざ
る
客
を
迎
え
た
。

頬
が
こ
け
で
、
こ
こ
一
週
間
余
の
疲
労
が
あ
り
あ
り
と
眉
間
に

も
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
支
局
長
の
表
情
に
鋭
い
一
べ
つ
を
流

し
て
、
金
原
は
名
刺
を
出
し
た
。

六
甲
お
ろ
し

口
連
載
小
説
〈
妬

嘩

主
雪
》
だ

、／

竜

０
葉
月
一
郎

〃
え
・
小
西
保
文
（
題
字
も
）

八
あ
ら
す
じ
Ｖ
神
戸
に
君
臨
す
る
大
企
業
、
兵
庫
製
鉄
（
兵
鉄
）
の
公
害
を
な
く

そ
う
と
、
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
の
石
津
支
局
長
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
、
取
材
を

す
す
め
て
い
た
。
昭
和
四
十
五
年
秋
の
こ
と
だ
。

仕
事
へ
の
梢
熱
を
失
い
、
パ
ー
の
女
ユ
カ
と
の
悩
事
に
お
ぼ
れ
て
い
た
戸
波
峻
記

者
も
、
十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
買
わ
れ
て
参
加
す
る
。
た
ま
た
ま
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
助
け
て
や
っ
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
と
親
し
く
な
り
、
亜
紀
子

は
会
社
首
脳
の
新
川
社
対
策
な
ど
を
そ
の
つ
ど
戸
波
に
知
ら
せ
て
協
力
す
る
。
亜
紀

子
の
兄
も
記
者
だ
っ
た
が
誤
報
事
件
の
ワ
ナ
に
か
け
ら
れ
て
自
殺
し
た
の
だ
っ
た
。

兵
鉄
の
花
房
総
務
部
長
ら
は
二
人
の
関
係
を
か
ぎ
つ
け
、
亜
紀
子
を
工
場
勤
務
へ

と
配
置
が
え
す
る
。
新
聞
社
に
も
記
率
と
り
や
め
の
申
し
入
れ
を
し
た
ら
し
く
、
支

局
長
や
泉
田
次
長
ら
は
本
社
へ
喚
問
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
掲
職
直
前
に
中
止
と

決
ま
る
。
傷
心
の
戸
波
は
、
酒
に
溺
れ
激
悩
の
中
で
亜
紀
子
を
な
か
ば
暴
力
的
に
犯

し
、
絶
望
の
あ
ま
り
退
社
願
を
提
出
。
そ
の
夜
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
花
房
総
務
部

長
に
ひ
や
か
さ
れ
、
殴
ろ
う
と
し
て
逆
に
路
上
に
叩
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
ケ
ガ

の
見
舞
に
訪
れ
た
亜
紀
子
は
「
す
べ
て
、
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
」
と
告
げ
る
が
、

看
病
中
の
ユ
カ
の
愛
情
と
献
身
に
戸
波
の
心
は
傾
い
て
ゆ
く
。

一
方
、
同
僚
の
八
木
沢
ら
若
手
記
者
た
ち
は
、
本
社
へ
直
訴
し
て
記
事
の
掲
戦
を

実
現
し
よ
う
と
計
画
す
る
が
、
居
合
わ
せ
た
支
局
長
ら
に
と
め
ら
れ
、
不
発
に
終
わ

る
。
一
週
開
後
、
金
原
と
い
う
地
元
の
男
た
ち
が
「
兵
鉄
の
こ
と
で
会
い
た
い
」
と

支
局
へ
乗
り
こ
ん
で
き
た
。

「
な
に
か
、
兵
庫
製
鉄
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
ね
」

よ
ろ
い

支
局
長
の
声
は
、
ま
だ
心
に
鎧
を
着
た
硬
さ
が
残
っ
た
。

名
刺
に
は
「
畳
販
圭
空
と
職
業
が
書
か
れ
て
い
る
。
住
所
を
み

１
４２
１
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公
害
企
業
に
働
く
人
間
の
意
識
調
査
１
．
な
ん
と
い
う
す
ば

ら
し
い
贈
物
だ
ろ
う
か
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

支
局
長
の
声
が
、
や
や
震
え
を
帯
び
た
。
感
動
と
疲
れ
が
、
こ

の
男
の
目
頭
を
う
る
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

「
な
あ
に
、
自
治
会
有
志
の
素
人
仕
事
よ
・
そ
れ
も
、
時
間
か
け

て
、
ボ
ッ
ボ
ッ
集
め
た
ん
や
。
た
い
し
た
役
に
は
立
た
ん
や
ろ
け

ど
な
」

「
し
か
し
、
こ
れ
を
、
な
ぜ
、
私
た
ち
に
…
」

「
う
ん
。
こ
の
前
、
わ
し
の
と
こ
へ
取
材
に
み
え
た
戸
波
と
か
と

い
う
記
者
さ
ん
な
、
あ
れ
が
、
有
野
社
長
に
な
ぐ
ら
れ
た
と
聞
い

た
も
ん
で
、
そ
の
お
見
舞
い
と
し
て
、
こ
れ
を
持
っ
て
き
た
ち
ゅ

う
わ
け
や
」

（
新
聞
記
者
を
一
匹
、
血
祭
り
に
あ
げ
て
き
た
）
有
野
は
、
そ
う

い
っ
て
ふ
れ
回
っ
た
ら
し
い
。
市
議
で
、
連
合
自
治
会
長
で
、
兵

鉄
下
請
会
社
の
社
長
１
．
地
元
の
典
型
的
実
力
者
で
あ
る
有
野

が
…
…
…
。

「
新
聞
な
ん
か
ア
テ
に
し
と
ら
ん
と
、
わ
し
は
こ
の
前
、
戸
波
記

者
に
い
う
た
。
一
般
論
と
し
て
は
、
そ
の
通
り
や
。
し
か
し
、
支

局
長
さ
ん
。
公
害
問
題
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
な
。
ア
テ
に
し
と

る
。
せ
ん
わ
け
に
は
、
い
か
ん
の
や
」

急
に
言
葉
を
切
る
と
、
金
原
は
に
ら
み
す
え
る
よ
う
な
視
線
を

支
局
長
に
注
い
だ
。

「
記
事
が
つ
ぶ
さ
れ
た
と
か
、
つ
ぶ
し
た
と
か
ウ
ワ
サ
は
聞
く
け

ど
な
、
そ
ん
な
こ
と
、
わ
し
は
知
ら
ん
。
た
だ
、
な
、
工
場
の
周

り
の
人
間
は
、
み
ん
な
待
つ
と
る
よ
。
新
聞
が
い
つ
書
い
て
く
れ

る
の
か
っ
て
な
。
そ
れ
だ
け
は
、
頭
の
奥
で
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
ら
ん
か
」

中
年
の
畳
屋
と
、
中
年
の
記
者
。
ふ
た
り
の
視
線
が
か
ら
み
、

も
つ
れ
、
火
花
を
散
ら
し
た
。
そ
の
ま
ま
、
何
秒
か
が
流
れ
た
。

や
が
て
石
津
支
局
長
は
、
ゆ
っ
く
り
と
頭
を
下
げ
た
。
下
げ
た

ま
ま
、
動
こ
う
と
し
な
い
．
．
…
．
。

こ
と
ば
は
、
な
か
っ
た
。
い
や
、
ど
ん
な
こ
と
ば
よ
り
も
、
無

言
で
あ
る
こ
と
の
方
が
、
こ
の
場
合
、
適
切
で
あ
る
と
い
え
た
。

１
１４３
１

る
と
、
明
ら
か
に
兵
庫
製
鉄
の
お
膝
元
で
あ
る
。

金
原
は
、
支
局
長
の
目
が
名
刺
か
ら
離
れ
る
の
を
待
ち
か
ね
た

よ
う
に
口
を
ひ
ら
い
た
。

「
あ
な
た
に
差
上
げ
た
い
も
の
が
あ
る
。
黙
っ
て
受
取
っ
て
頂
き

た
い
」切

口
上
で
伝
え
る
と
、
婦
人
に
目
で
促
し
た
。

婦
人
が
抱
え
て
き
た
風
呂
敷
包
み
を
開
く
。
中
に
は
学
校
の
テ

ス
ト
の
答
案
用
紙
の
よ
う
な
大
版
の
紙
が
み
え
た
。
部
厚
い
。
お

そ
ら
く
数
百
枚
を
超
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
こ
れ
だ
け
ど
、
ね
」

風
呂
敷
ご
と
、
支
局
長
の
方
へ
押
し
や
っ
た
。

「
こ
れ
は
…
…
？
」

「
住
民
の
声
で
す
。
新
聞
社
で
い
え
ば
世
論
調
査
っ
て
い
う
の
か

な
。
ま
、
兵
庫
型
《
鉄
の
工
場
周
辺
に
住
ん
で
る
人
間
の
、
声
な
き

声
や
な
。
」

「
・
・
・
」

「
ど
ん
な
公
害
の
被
害
を
う
け
て
お
る
か
、
公
害
に
対
し
て
ど
う

思
う
か
、
兵
庫
製
鉄
に
何
を
望
む
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
ｌ
ま
あ
そ
う
い
う
質
問
を
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
に

直
接
ぶ
つ
つ
け
て
、
答
え
を
書
い
て
も
ろ
た
。
そ
う
い
う
内
容
と

思
う
て
も
ら
え
ば
い
い
」

「
・
・
・
一
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
な
」

「
さ
あ
、
何
と
い
う
か
、
ナ
マ
の
声
の
集
ま
り
と
、
そ
う
受
け
と

っ
て
も
ら
い
た
い
ね
」

感
動
が
、
少
し
ず
つ
、
激
し
い
速
度
で
ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
。
そ
れ

を
率
直
に
表
情
に
浮
か
べ
て
支
局
長
は
身
を
乗
り
出
し
て
い
た
。

「
こ
れ
を
、
私
の
方
の
紙
面
に
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
の
で

す
か
」

「
ま
だ
あ
る
ん
や
」

金
原
は
、
自
分
が
か
か
え
て
い
た
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
出
す
と
、

無
雑
作
に
押
し
や
っ
た
。

「
こ
っ
ち
は
な
、
兵
庫
製
鉄
に
つ
と
め
て
い
る
、
つ
ま
り
従
業
員

の
生
活
と
意
見
や
。
こ
れ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
か
、
実
感
を
そ

の
ま
ま
書
い
て
も
ろ
た
。
六
百
人
足
ら
ず
や
け
ど
な
」
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何
の
た
め
に
公
害
キ
ャ
ン
。
ヘ
ー
ン
を
や
ろ
う
と
し
た
か
。
何
の

た
め
に
取
材
で
苦
労
し
た
か
、
何
の
た
め
に
、
本
社
と
闘
っ
て
ま

で
掲
載
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

す
べ
て
が
読
者
、
つ
ま
り
住
民
の
よ
り
よ
き
生
活
を
願
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
、
そ
の
住
民
の
側
か
ら
、
願
っ
て

も
な
い
協
力
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
だ
。

ず
っ
し
り
と
し
た
記
者
冥
利
が
、
支
局
長
の
胸
を
し
め
つ
け
た
。

金
原
の
方
も
、
無
言
だ
っ
た
。

無
言
の
重
み
を
、
こ
の
男
も
か
み
し
め
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。「

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
必
ず
、
効
果
的
に
使
わ
せ
て
頂
き

ま
す
」よ

う
や
く
そ
れ
だ
け
告
げ
る
と
、
支
局
長
は
二
つ
の
山
を
つ
く

っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
、
熱
っ
ぽ
い
視
線
を
あ
て
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
」

金
原
は
短
か
く
い
う
と
、
立
ち
上
が
っ
た
。

「
戸
波
記
者
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
」

あ
と
に
熱
気
を
残
し
て
三
人
の
招
か
れ
ざ
る
客
が
消
え
て
ゆ

く
。泉

田
次
長
が
寄
っ
て
き
た
。
松
岡
と
八
木
沢
も
取
り
囲
ん
だ
。

み
ん
な
、
遠
ま
き
に
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
の
だ
。

三
人
を
等
分
に
眺
め
る
と
、
支
局
長
は
小
さ
く
、
何
度
も
肯
い

た
。
そ
し
て
、
突
然
に
か
み
つ
く
よ
う
に
口
を
開
い
た
。

「
八
木
沢
君
、
こ
の
資
料
、
手
分
け
し
て
、
点
検
し
て
く
れ
、
突

っ
こ
ん
だ
意
見
、
ユ
ニ
ー
ク
な
公
害
対
策
な
ん
か
を
書
き
こ
ん
で

く
れ
て
い
る
住
民
に
は
、
も
う
一
度
、
も
れ
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
確
か
め
る
ん
や
。
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

「
あ
、
そ
う
そ
う
。
〃
少
々
の
公
害
は
、
繁
栄
の
た
め
に
我
慢
す

べ
し
″
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
れ
ば
、
君
自
身
が
訪
ね
て
、
く

わ
し
い
談
話
を
と
っ
て
く
る
ん
や
。
そ
れ
も
、
紙
面
に
の
せ
る
か

ら
な
」別

人
の
よ
う
に
張
り
の
あ
る
声
だ
っ
た
。

「
松
岡
、
い
ま
の
金
原
と
い
う
人
物
は
、
た
し
か
、
君
と
戸
波
が

取
材
に
行
っ
た
ん
や
な
」

「
え
、
そ
う
で
す
。
畳
屋
で
す
が
、
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た
、

む
し
ろ
手
ご
わ
い
男
で
す
」

「
そ
う
や
る
な
。
じ
ゃ
、
こ
ん
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ど
ん
な
い
き

さ
つ
で
始
め
た
の
か
、
ど
う
い
う
地
域
か
ら
集
め
た
の
か
、
く
わ

し
く
取
材
し
な
お
し
て
来
て
く
れ
」

獲
物
を
目
前
に
し
た
猟
犬
の
よ
う
に
、
支
局
長
の
ひ
と
み
が
ギ

ラ
ギ
ラ
と
光
っ
た
。

「
そ
れ
か
ら
、
戸
波
に
連
絡
と
っ
て
く
れ
。
な
ぐ
ら
れ
た
か
ど
う

か
知
ら
ん
が
、
辞
表
を
出
し
っ
ぱ
な
し
で
一
週
間
も
音
サ
ダ
な
し

と
は
、
ふ
と
い
奴
や
」

こ
と
ば
と
は
逆
に
、
部
下
を
気
づ
か
う
表
情
で
あ
る
。

「
あ
い
つ
の
お
か
げ
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
舞
い
こ
ん
だ
よ
う

な
も
ん
や
の
に
、
何
を
し
と
る
ん
や
。
そ
う
や
、
松
岡
。
戸
波
の

と
こ
ろ
は
、
お
れ
が
行
く
。
行
っ
て
、
引
っ
ぱ
り
出
し
て
く
る

よ
。
本
社
に
は
、
そ
れ
か
ら
巻
き
返
し
や
」

い
う
な
り
乱
暴
な
仕
草
で
泉
田
次
長
の
肩
を
叩
く
。
泉
田
が
、

ニ
タ
ッ
と
笑
い
返
す
。

「
巻
き
返
し
、
で
す
ね
」

武
者
ぷ
る
い
に
似
た
何
か
が
、
記
者
た
ち
の
背
筋
を
走
っ
た
。

六
甲
山
系
の
中
腹
に
あ
る
そ
の
墓
地
公
園
か
ら
は
、
須
磨
の
海

が
真
下
に
見
え
た
。
そ
の
向
こ
う
の
淡
路
島
ま
で
が
、
晩
秋
の
朝

日
を
浴
び
て
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
…
…
。

堂
本
俊
夫
の
墓
標
は
、
墓
地
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
小
さ
か
っ

た
。
小
さ
い
け
れ
ど
、
精
い
っ
ぱ
い
胸
を
張
っ
て
い
る
よ
う
に
も

み
え
た
。

用
意
し
た
線
香
を
立
て
、
花
を
い
け
る
と
、
戸
波
は
合
掌
し
た
。

目
を
閉
じ
る
。
堂
本
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
恨
み
に
満
ち
た

娘
の
し
の
ぶ
の
表
情
も
…
…
。

ほ
ん
の
ひ
と
月
あ
ま
り
前
戸
波
は
堂
本
が
無
罪
判
決
を
受
け

た
記
事
を
書
い
た
。
そ
れ
は
、
怠
惰
な
記
者
生
活
に
別
れ
を
告
げ

る
た
め
の
、
清
算
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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１
１４５
１

そ
し
て
い
ま
、
本
当
の
清
算
期
が
近
づ
い
た
こ
と
を
確
か
め
る

よ
う
に
、
こ
こ
に
ぬ
か
づ
い
て
い
る
。
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い

堂
本
に
、
報
告
す
る
た
め
に
１
．

こ
の
一
カ
月
あ
ま
り
の
間
に
得
た
も
の
、
そ
し
て
失
っ
た
も

の
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
脳
裏
を
走
り
ぬ
け
て
ゆ
く
。
貴
重
な

も
の
、
い
ま
わ
し
い
も
の
、
二
度
と
思
い
出
し
た
く
な
い
こ
と
…

記
者
生
活
に
ま
つ
わ
る
す
べ
て
を
、
こ
こ
に
埋
葬
し
て
行
く
の

だ
。堂

本
の
墓
標
が
苦
笑
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
（
ま
だ
、
お

れ
に
迷
惑
か
け
る
の
か
）
と
、
に
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。

不
意
に
肩
を
叩
か
れ
た
。

石
津
支
局
長
の
無
精
ヒ
ゲ
が
、
す
ぐ
鼻
先
に
あ
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
こ
こ
や
っ
た
な
」

場
違
い
な
、
荒
ら
っ
ぽ
い
声
で
あ
る
。

「
朝
か
ら
君
の
ア
パ
ー
ト
を
急
襲
し
た
ら
な
、
思
い
が
け
な
い
美

人
が
現
れ
て
、
部
屋
を
間
違
え
た
の
か
と
、
び
っ
く
り
し
た
ぞ
」

「
す
ん
ま
せ
ん
」

「
い
や
い
や
。
そ
の
美
人
に
な
、
墓
参
り
や
と
教
え
て
頂
い
て
、

ピ
ン
と
来
た
ん
や
」

「
し
か
し
、
ど
う
し
て
、
こ
こ
と
…
」

「
バ
カ
。
葬
式
の
翌
日
に
、
お
れ
は
、
こ
こ
へ
お
参
り
に
来
と
る

■

ん
じ
ゃ
」

こ
と
も
な
げ
に
そ
う
い
う
と
、
支
局
長
は
封
書
を
取
り
出
し
た
。

「
用
事
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
や
。
君
の
辞
表
や
。

こ
れ
は
、
返
す
。
受
け
取
ら
ん
の
な
ら
、
こ
こ
で
破
る
」

返
事
も
待
た
ず
に
、
封
書
を
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き
裂
い
た
。
紙
片

が
、
こ
な
ど
な
に
な
っ
て
宙
を
舞
っ
た
。

「
支
局
長
／
」

「
変
な
声
、
出
す
な
。
な
ん
じ
や
、
寝
小
便
た
れ
た
み
た
い
な
顔

し
や
が
っ
て
…
」

不
意
に
生
暖
か
い
感
情
が
戸
波
の
鼻
腔
を
走
っ
た
。

傍
若
無
人
で
、
浪
花
節
型
で
、
そ
れ
で
い
て
頼
り
な
げ
で
、
人

間
く
さ
い
男
で
あ
っ
た
。

こ
の
支
局
長
の
お
か
げ
で
公
害
取
材
班
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
首
筋
を
つ
か
ま
れ
、
無
理
矢
理
、
公
害
に
鼻
を
押
し
つ
け
ら

れ
た
気
も
す
る
。
そ
し
て
細
川
亜
紀
子
と
の
出
会
い
１
．

思
え
ば
、
幕
切
れ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
体
験
の
積
み
重
ね
で

あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
こ
の
男
が
か
ら
ん
で
い
た
と
も

い
え
る
。

新
聞
記
者
を
や
め
る
こ
と
に
悔
い
は
な
い
。
が
、
そ
れ
に
付
随

し
て
引
き
起
こ
る
い
く
つ
か
の
別
離
が
、
そ
の
つ
ど
戸
波
の
胸
を

チ
ク
リ
と
刺
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
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こ
の
支
局
長
と
の
訣
別
も
ま
た
、
ど
れ
に
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
の
強

さ
で
胸
に
刺
さ
り
そ
う
な
気
が
す
る
…
。

六
甲
お
ろ
し
に
髪
を
逆
ら
わ
せ
な
が
ら
、
支
局
長
は
戸
波
の
腕

を
つ
か
ん
だ
。

「
お
い
、
行
こ
う
」

「
ど
こ
へ
行
く
ん
で
す
」

「
決
ま
つ
と
る
や
な
い
か
。
支
局
や
。
支
局
へ
行
っ
て
、
取
材
に

と
り
か
か
る
ん
や
」

「
僕
は
、
や
め
ま
す
。
い
や
、
や
め
ま
し
た
」

「
辞
表
み
た
い
な
も
の
、
い
ま
破
っ
て
、
捨
て
た
よ
」

「
そ
れ
は
、
支
局
長
の
自
由
で
す
。
で
も
、
僕
は
や
め
ま
す
」

不
思
議
に
悲
壮
感
は
わ
い
て
こ
な
い
。

も
う
す
っ
か
り
心
の
準
備
が
終
わ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
心
だ
け
で
は
な
い
。
引
越
し
の
手
続
き
も
済
ま
せ
た
。
一
一

日
前
に
は
、
金
沢
へ
飛
ん
で
、
実
家
へ
帰
っ
た
ま
ま
の
妻
と
の
離

婚
届
も
役
所
へ
提
出
し
て
き
た
の
だ
。

妻
の
淳
子
は
、
あ
っ
さ
り
と
書
類
に
印
鑑
を
押
し
て
く
れ
た
。

三
年
間
の
空
白
が
、
事
態
を
処
理
す
る
の
に
役
立
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。
妻
は
他
人
以
上
に
他
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
こ

と
が
、
戸
波
の
心
を
軽
く
し
た
。

「
だ
れ
か
好
き
な
ひ
と
、
で
き
た
の
ね
」

薄
ら
笑
い
さ
え
浮
か
べ
て
、
淳
子
が
別
れ
ぎ
わ
に
い
っ
た
。

戸
波
は
、
そ
れ
に
は
答
え
な
か
っ
た
。
答
え
の
な
い
こ
と
で
、

淳
子
は
な
に
か
を
読
み
と
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
私
も
、
そ
の
う
ち
、
再
婚
す
る
わ
」

そ
れ
が
、
最
後
の
こ
と
ば
だ
っ
た
。

〃
報
告
″
を
聞
い
た
ユ
カ
は
、
「
奥
さ
ん
に
、
わ
る
い
わ
」
と

聞
き
と
れ
ぬ
ほ
ど
の
声
で
つ
ぶ
や
い
た
。

「
ほ
ん
と
に
、
い
い
の
ね
」

せ
り
ふ

も
う
百
遍
も
く
り
返
し
た
科
白
を
、
ま
た
口
に
し
た
。
「
一
緒

に
暮
ら
そ
う
」
と
い
う
戸
波
の
言
葉
が
、
ど
う
し
て
も
信
じ
ら
れ

な
い
風
情
で
あ
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
戸
波
さ
ん
、
私
の
本
籍
も
、
本
当
の
名
前
も
一
向
に

聞
い
て
く
れ
な
い
ん
や
も
の
」

１

主
な
ざ
し

恥
じ
ら
い
と
、
か
す
か
な
恨
み
の
眼
差
で
、
ま
ぶ
し
そ
う
に
戸

波
を
見
上
げ
た
。
ｌ
そ
れ
が
昨
夜
満
そ
く
の
こ
と
で
あ
る
。

「
わ
る
い
け
ど
、
僕
、
帰
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

腕
を
ふ
り
払
う
よ
う
に
し
て
、
支
局
長
か
ら
離
れ
た
。

「
彼
女
が
、
待
っ
て
ま
す
か
ら
…
」

そ
の
正
面
に
、
支
局
長
が
立
ち
は
だ
か
る
。

「
読
者
も
、
待
つ
と
る
」

六
甲
お
ろ
し
を
押
し
の
け
る
よ
う
な
声
だ
っ
た
。

「
け
さ
、
地
元
の
金
原
さ
ん
と
い
う
人
が
、
君
あ
て
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
」

そ
の
内
容
を
手
短
か
に
説
明
す
る
と
、
支
局
長
は
再
び
戸
波
の

手
首
を
つ
か
ん
だ
。

「
こ
れ
を
突
破
口
に
し
て
、
も
う
い
ち
ど
挑
戦
す
る
ん
や
。
た
の

む
。
も
ど
っ
て
く
れ
」

火
の
よ
う
な
瞳
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
心
が
全
く
動
か
な
い
、
と
い

え
ば
ウ
ソ
に
な
る
だ
ろ
う
。
何
か
が
胸
の
底
で
鎌
首
を
も
た
げ
た
。

「
新
聞
記
者
の
血
」
が
、
か
す
か
に
騒
い
だ
。

し
か
し
、
言
葉
は
反
対
側
か
ら
出
て
い
た
。

「
も
う
、
い
い
ん
で
す
。
僕
の
こ
と
は
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
」

「
バ
カ
野
郎
」

怒
り
が
、
は
じ
め
て
視
線
に
こ
も
っ
た
。

「
い
ま
脱
落
し
て
ど
う
す
る
気
や
。
何
の
た
め
に
、
い
ま
ま
で
闘

っ
て
き
た
ん
や
」

「
も
う
、
よ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
も
の
、
ど
う
せ
、
ま
た
、
ボ

ッ
で
す
よ
」

上
司
の
毛
深
い
掌
が
、
ネ
ク
タ
イ
ご
と
戸
波
の
胸
倉
を
つ
か
ん

で
き
た
。

「
お
い
、
思
い
直
せ
よ
。
戸
波
」

「
も
う
遅
い
。
も
う
結
構
で
す
」

「
バ
カ
、
ま
だ
遅
く
な
い
の
や
」

悲
鳴
に
似
た
声
だ
っ
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
六
甲
お
ろ
し
が
、
ひ
ゅ
う
と
鳴
っ
た
。

（
次
号
完
結
）

’
4６
１
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一
★
唯
田
神
社
の
名
誉
宮
司
で
あ
り
、
神

一
社
本
庁
長
老
の
加
藤
欽
次
郎
さ
ん
が
、

一
亡
く
な
ら
れ
十
月
八
日
生
田
神
社
会
館

一
で
お
ご
そ
か
に
生
田
神
社
葬
が
と
り
行

一
わ
れ
ま
し
た
。
一
」
冥
細
を
お
祈
り
い
た

一
し
ま
す
。

一
★
神
戸
市
民
協
議
会
の
谷
本
昌
平
さ
ん

一
が
、
十
一
月
一
日
藤
井
美
佐
子
さ
ん
と

一
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
ご
結
婚
。
お

一
め
で
と
う
〃
．

★
ロ
。
胃
神
戸
っ
子
編
楽
室
の
皆
柿
。

毎
月
、
郵
便
受
け
に
ね
じ
こ
ま
れ
た
神

戸
っ
子
を
引
き
出
す
の
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
と
う
と
う

こ
の
日
が
来
た
の
で
す
ね
。
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
で
あ
り
ま
す

が
、
あ
れ
か
ら
一
年
、
初
め
に
お
便
り

し
ま
し
た
様
に
今
で
も
、
神
戸
に
憧
れ

続
け
て
お
り
ま
す
。
本
当
は
何
の
関
わ

り
も
な
い
筈
な
の
に
、
い
つ
も
手
を
つ

な
い
で
歩
い
て
い
る
よ
う
な
、
ふ
と
隣

を
見
る
と
神
戸
が
あ
る
よ
う
な
気
持
ち

で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
春
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
す
が
神
戸
の
空
気

を
吸
っ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
っ
子
が
迎

ん
で
く
れ
る
匂
い
と
同
じ
な
ん
で
す

ね
。
お
酒
落
で
お
い
し
く
っ
て
温
か
い

も
の
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

何
か
感
じ
た
私
で
し
た
。
あ
Ｉ
、
早
く

神
戸
に
行
き
た
い
／
Ｆ
ｏ
富
。
『
Ｆ
ｏ
篇

神
戸
っ
子
志
願
っ
子
Ｐ
。
Ｓ
近
い
内
、

そ
ち
ら
に
行
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
お

じ
や
ま
し
て
も
宜
し
い
で
す
か
。

福
岡
市
南
区
清
水
四
丁
目
、
ｌ
叫

八
川
本
康
子
Ｖ

★
福
岡
か
ら
の
オ
ハ
ガ
キ
あ
り
が
と
う

価
れ
の
神
戸
の
街
が
ご
期
待
ど
お
り

で
あ
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
が
１
１
．
紙

集
部
の
チ
ョ
ン
ガ
ー
ハ
ン
サ
ム
諸
氏
が

お
待
ち
か
ね
。
気
軽
に
お
立
寄
り
を
。

八
細
集
部
Ｖ

☆
小
生
貴
「
神
戸
っ
子
」
の
ひ
ど
い
愛

好
（
読
者
と
申
す
べ
き
処
読
む
よ
り
も

何
よ
り
も
先
ず
毎
月
そ
の
表
紙
を
見
た

だ
け
で
そ
し
て
イ
ラ
ス
ト
何
に
も
か
も

が
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
）
者

t a l k ａｎｄｔａｌｋ

一
★
現
代
美
術
の
河
口
前
夫
さ
ん
（
本
誌

一
目
次
）
は
、
十
一
月
に
、
も
と
住
ん
で

一
い
た
須
膳
汐
見
台
に
ア
ト
リ
エ
を
完

一
成
。
十
一
月
中
旬
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

一
旅
立
た
れ
ま
す
。

一
☆
伝
統
の
文
化
、
芸
能
を
守
る
原
動
力

一
に
と
、
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
者
、
実
川

一
延
若
丈
の
後
援
会
〃
神
戸
井
筒
会
″
会

一
長
宮
崎
辰
雄
（
神
戸
市
生
田
区
下
山
手

一
通
１
ノ
ｍ
・
生
田
会
館
内
宙
０
７
８
／

ｘ
３
２
１
）
３
８
５
１
）
が
三
月
に
生
ま

一
れ
、
会
員
三
六
○
名
と
い
う
盛
況
ぶ
り
、人

灘

驚銭

＜神戸っ子愛読者サロン＞

で
す
。
老
生
困
才
）
は
若
い
頃
か
ら

神
戸
が
第
二
の
故
郷
、
知
人
も
沢
山
、

か
つ
て
は
若
い
頃
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
奉
仕
者

に
な
る
つ
も
り
で
神
戸
Ｙ
で
一
カ
月
ｎ

本
Ｙ
同
盟
主
催
の
第
一
回
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ

る
、
又
す
ご
い
伽
俳
の
マ
ー
ー
ア
研
究
家

（
四
十
年
歴
）
と
い
う
の
で
社
用
で
上
阪

の
場
合
必
ら
ず
神
戸
を
訪
れ
て
神
戸
を

語
ら
っ
て
い
ま
し
た
（
大
正
の
初
期
か

ら
）
「
神
戸
っ
子
」
は
毎
月
神
戸
の
知

人
か
ら
送
っ
て
賀
っ
て
い
ま
す
。
も
う

ず
い
分
沢
山
溜
っ
て
書
棚
を
飾
っ
て
お

り
ま
す
。
処
で
、
誌
上
社
告
の
あ
り
ま

す
橋
本
明
著
「
世
界
の
福
祉
施
設
」
ぜ

ひ
早
く
か
ら
一
度
拝
見
読
さ
せ
て
い
た

だ
き
度
い
と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
友
人
に
頼
ま
れ
も
せ
ず
つ
い
延

び
延
び
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実

は
小
生
の
錐
妹
で
東
京
都
府
中
市
で
す

ご
い
大
が
か
り
の
特
別
誕
謹
老
人
ホ
ー

ム
信
愛
泉
苑
初
ぬ
三
四
の
福
祉
施
設
の

経
営
、
社
会
福
祉
法
人
多
摩
同
胞
会
の

理
事
長
を
永
年
い
た
し
て
お
る
者
が
身

近
に
居
り
ま
す
の
で
、
こ
の
著
書
を
送

っ
て
や
り
度
い
と
こ
れ
も
か
ね
て
よ
り

考
え
て
お
り
ま
し
た
の
で
一
応
、
親
し

く
拝
見
し
て
、
そ
の
上
で
、
再
度
賞
社

に
御
願
い
致
し
度
い
と
の
所
存
で
今
回

は
と
り
あ
え
ず
私
自
身
の
た
め
に
一
冊

註
文
申
し
た
次
第
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
申
し
ま
す
。
尚
と
の
私
老
爺
は
、

加
誹
爺
々
と
申
し
、
六
十
一
年
に
亘
り

勲
俳
を
心
か
ら
愉
し
み
愛
飲
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
節
飲
で
無
茶
な
暴
飲
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
街
の
研
究

家
と
い
っ
た
存
在
で
す
。
御
地
神
戸
で

も
大
正
時
代
か
ら
昭
和
中
頃
に
か
け
て

元
町
二
丁
目
角
で
不
二
屋
食
料
品
店

（
現
在
は
、
す
ぐ
近
く
の
ガ
ー
ド
下
で

食
康
と
平
務
所
を
移
し
て
専
ら
卸
を
や

っ
て
い
ま
す
）
そ
の
社
長
加
藤
不
二
也

（
健
吾
）
氏
は
、
同
氏
が
そ
の
元
町
店

を
開
業
以
来
今
日
も
尚
引
続
き
深
い
交

り
で
す
。
尚
老
生
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

生
涯
を
送
っ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
方

面
の
方
々
も
知
友
が
幾
人
か
居
ら
れ
ま

す
。
老
生
の
自
己
紹
介
か
た
が
た
駄
足

を
重
ね
大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
終
わ

り
、
神
戸
っ
子
の
並
び
に
御
社
の
益
々

す
会
」
が
生
れ
た
と
か
。
何
と
』

も
歌
舞
伎
の
伝
統
を
守
る
に
は

な
い
。
東
京
に
あ
る
神
戸
の
店
は
東
京

産
の
他
の
類
似
品
と
大
差
な
く
っ
て
失

望
す
る
。

何
故
こ
う
も
神
戸
の
食
べ
も
の
が
東

京
に
来
る
と
う
ま
く
な
い
の
か
を
考
え

て
み
る
と
、
神
戸
で
は
大
抵
出
来
た
て

に
近
い
も
の
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た

し
、
東
京
よ
り
空
気
も
景
色
も
良
か
っ

た
か
ら
食
べ
も
の
を
食
べ
る
立
地
的
条

件
み
た
い
な
も
の
が
総
て
そ
ろ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
・
幾
ら
神
戸
の
う

ま
い
も
の
で
も
空
気
の
汚
染
が
ひ
ど
く

っ
て
人
口
超
過
密
で
景
色
も
何
も
あ
っ

た
も
の
じ
ゃ
な
い
土
地
に
や
っ
て
来
て

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
だ
ろ
う
。

や
は
り
神
戸
の
食
べ
も
の
は
神
戸
に

行
っ
て
食
べ
る
の
が
一
番
の
様
で
あ

る
。
神
戸
に
も
行
か
な
い
で
不
桁
し
て

神
戸
の
お
店
が
や
っ
て
来
た
な
ど
と
手

離
し
で
喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
。
″

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
一
’
一
二

ム
サ
シ
ノ
ア
パ
ー
ト
２
号

八
秋
元
啓
一
Ｖ

★
新
幹
線
な
ら
３
時
間
訓
分
。
や
は
り

神
戸
の
山
と
海
の
あ
る
自
然
に
囲
れ
た

街
の
中
で
し
か
生
れ
な
い
空
気
や
匂
い

も
一
緒
に
味
わ
っ
て
下
さ
い
。八

編
集
部
Ｖ

御
繁
栄
御
発
展
を
祈
り
ま
す
。

福
岡
市
中
央
区
荒
戸
一
丁
目
二
番
二

十
一
号
八
趨
原
龍
二
Ｖ

★
今
月
は
な
ぜ
か
福
岡
か
ら
の
お
便
り

が
多
い
よ
う
で
。
鯛
才
の
神
戸
フ
ァ
ン

と
は
涙
こ
ぼ
る
る
嬉
し
さ
で
ア
リ
ア

ス
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
。
（
編
集
部
）

★
東
京
に
居
て
も
最
近
で
は
神
戸
の
お

店
が
進
出
し
て
来
て
い
る
の
で
居
な
が

ら
に
し
て
大
抵
の
も
の
は
買
う
事
が
出

来
る
様
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
が
、

と
り
わ
け
食
べ
も
の
に
関
し
て
言
え
ば

う
ま
く
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
も
正
直

な
と
こ
ろ
、
ひ
と
あ
じ
も
ふ
た
あ
じ
も

違
い
す
ぎ
る
感
じ
が
す
る
。
神
戸
に
行

っ
て
食
べ
た
時
や
在
阪
時
代
に
神
戸
に

寄
づ
て
買
っ
た
時
の
あ
の
味
わ
い
じ
ゃ

中
座
、
文
化
ホ
ー
ル
の
観
側
会
も
終
え
一

た
後
、
９
月
１
日
季
刊
の
後
援
会
報
一

〃
い
づ
つ
〃
の
名
で
創
刊
号
を
発
刊
し
一

ま
し
た
。
こ
の
会
の
発
足
に
刺
激
を
う
”

け
て
、
大
阪
で
「
上
方
歌
舞
伎
を
励
ま
一

す
会
」
が
生
れ
た
と
か
。
何
と
い
っ
て
一

1
14ワ
Ｉ

一
【
○
国
国
弔
○
の
弓

一
☆
神
戸
大
堂
学
誠
の
野
口
武
彦
＃

一
授
は
、
九
月
か
ら
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

一
に
滞
在
中
。
ア
メ
リ
カ
の
住
所
は
、

一
大
学
呼
旨
。
の
ｇ
宮
口
。
尊
の
厨
屠

一
で
も
多
く
の
人
が
観
劇
す
る
こ
と
で
、

一
会
員
倍
潮
を
計
る
「
神
戸
井
筒
会
」
に

↓
ぜ
ひ
入
会
を
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
住
所
陳
鼻
衿
幽
誉
め
冨
昌
”
ぃ
ロ
３
‐

一
ご
図
ユ
ヨ
の
員
画
つ
む
﹈
ｏ
回
閉
園
画
二

一
詞
『
冒
口
の
８
コ
》
ｚ
の
毎
﹈
、
易
⑦
﹈
。
、

一
望
。
ご
ｍ
・
毎

一
自
宅
馬
『
国
昌
鯵
艮
瞬
昌
”
｝

一
住
所
津
一
口
卵
蛎
》
ｚ
２
﹈
。
『
ｍ
ｇ
ｇ
一

一
留
守
宅
（
〒
６
５
９
）
芦
屋
市
大
原
一

町
妬
１
９

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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神戸
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e-k
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co
.co
m



☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
五
○
○
円

１
年
分
三
○
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
あ
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
書
生
田
区
古
淡
通
１

一

☆
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
が
改
装
オ
ー
プ
ン
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
職
種
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
組
ん
で
い
て
、
見
逃
せ
な
い
も
の
が
多

く
自
然
に
足
が
向
く
。
県
・
市
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
積
極
的

に
文
化
に
と
り
く
み
は
じ
め
て
い
る
。
大

阪
で
は
大
阪
財
界
が
文
化
問
題
を
重
視
、

中
之
島
に
文
化
エ
リ
ア
の
展
開
を
考
え
て

い
る
。
い
ま
こ
そ
文
化
へ
の
と
り
組
み
が

大
切
な
時
な
の
だ
。
八
小
泉
康
夫
Ｖ

☆
家
。
学
校
。
会
社
。
街
。
毎
日
の
暮
し

の
な
か
か
ら
青
く
ま
れ
る
も
の
は
、
人
聞

に
と
っ
て
大
き
い
な
。
マ
イ
・
ラ
イ
フ
は

マ
イ
・
コ
ウ
ベ
。
マ
イ
・
ダ
ウ
ン
は
マ
イ

神
戸
っ
子
。
だ
が
、
し
か
し
。
マ
イ
・
ハ
ン

シ
ン
は
な
ぜ
負
け
た
。
も
う
す
ぐ
フ
ラ
ワ

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
１

月
刊
「
神
戸
っ
子
」
は
思
い
が
け
な
い
と
宮
凹
１
８
７
２

こ
ろ
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。
に
し
む
ら
加
誹
セ
ン
タ
ー
街
店

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
画
伽
３
５
３
５
神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
丁
目

★
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
河
剛
０
６
６
９

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

バ
ロ
ン
ト
ア
ロ
ー
ド
店
画
剛
１
２
１
０

神
戸
市
生
田
区
京
町
回
剛
８
１
１
１
☆
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
曾
剛
４
１
７
１
神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
４
画
剛
７
２
７
７

神
戸
タ
ワ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

れ
ん
が
亭
（
ト
ア
・
ロ
ー
ド
）

神
戸
市
波
止
場
町
１
番
地
中
突

画
剛
７
１
６
８

両
側
２
１
５
１
割
炉
恭
壁
畑
枢
酢
馳
拝
極
翠
訂
桐
狸
店

ホ
テ
ル
神
戸

神
戸
市
生
田
区
下
山
手
通
３
丁
目

神
戸
市
葺
合
区
熊
内
町
癒
伽
５
４
３
１
貧
剛
３
６
６
１

ホ
テ
ル
三
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
蛸
の
壷

神
戸
市
葺
合
区
布
引
町
衝
伽
５
０
３
１
大
丸
山
側
日
東
館
北
側
衝
剛
１
０
３
３

神
戸
四
州
園
☆
ス
タ
ン
ド
・
ス
ナ
ッ
ク
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

神
戸
市
生
田
区
相
生
町
回
剛
２
９
４
４
ク
ラ
ブ
小
万
生
田
束
門
筋
中
島
ビ
ル

六
甲
山
ホ
テ
ル
パ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト
ン
ト
ア
ロ
ー
ド

神
戸
市
灘
区
六
甲
山
町
ロ
剛
０
３
０
１
ヌ
ベ
ー
ル
ト
ァ
ロ
ー
ド
西
入
る

六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
神
戸
時
代
北
野
町

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
頂
い
た
方
が
た
竹
馬
準
之
助

誰
比
識
正
峰
必
榊
毒
錐
餌
福
錘
一
鑑

青
木
重
雄
後
藤
末
二
唖
端
銅

砂
野
仁
古
林
喜
楽
中
巻
弘

乾
豊
彦
坂
井
時
忠
中
西
勝

石
野
信
一
雀
部
昌
之
介
難
波
還

石
野
成
明
佐
藤
廉
南
部
圭
一
一
一

帳
融
証
畔
紬
釧
秀
捧
馳
鋪
塞
一
一
一
燕

岡
崎
忠
塩
路
義
孝
畑
専
一
郎

小
曽
根
真
造
砂
田
重
民
深
水
惣
吉

鋤
播
汚
毒
雌
楠
猛
維
癖
搾
静
舞

嘉
納
正
治
滝
川
清
一
宮
崎
辰
雄

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
二
宮
地
変
一
一

柏
井
健
一
田
宮
虎
彦
光
田
顕
司

蹄
蝿
六
鈴
率
榊
健
一
癖
耐
睡
唾
一
癖

楠
本
憲
吉
田
辺
聖
子
元
永
定
正

小
磯
良
平
陳
舜
臣
行
吉
哉
女

小
林
芳
夫
高
橘
孟
淀
川
長
治

小
泉
徳
一
津
高
和
一
神
豆
青
年
会
議
所

編
集

後
記

神
戸
っ
子
と

出
会
う
時

必か少

漣
区
六
甲
山
西
谷
上
回
剛
０
３
３
３

凌
聖
荘

灘
区
六
甲
山
西
谷
上
画
側
０
２
２
３

☆
大
阪
の
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
ー
Ｆ
ロ
ビ
ー
〈
キ
オ
ス
ク
〉

大
阪
市
大
淀
区
大
淀
町
南
２
丁
目
２

回
卿
１
１
１
１

☆
神
戸
の
喫
茶
店

に
し
む
ら
伽
誹
中
山
手
店

１
１４８
１

１
ロ
ー
ド
に
六
甲
降
し
が
吹
き
ぬ
け
る
。

八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
ア
ヶ
ピ
や
ク
リ
や
カ
キ
を
探
し
て
、
裏

山
を
か
け
回
っ
た
日
の
頃
を
、
秋
に
な
る

と
想
い
出
す
の
で
す
。
そ
ん
な
思
い
を
だ

き
、
杯
を
傾
け
、
つ
い
つ
い
深
酒
に
な
り
、

エ
ー
ト
、
エ
ー
ト
と
言
い
、
我
等
が
仕
事

は
と
大
い
に
吹
き
、
我
が
息
子
よ
ム
ニ
ヤ

ム
ー
ー
ヤ
と
言
い
な
が
ら
眠
る
の
で
す
。
今

日
も
一
日
頑
張
ろ
う
。
八
川
端
耽
一
Ｖ

☆
人
間
は
働
く
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
の

じ
ゃ
な
い
。
た
だ
、
日
本
に
は
働
く
こ
と

し
か
知
ら
な
い
お
ひ
と
が
多
い
の
だ
。
無

論
、
働
く
者
は
喰
う
べ
か
ら
ず
だ
。
が
、

そ
れ
は
両
刃
の
剣
な
の
だ
。
八
さ
Ｖ

★
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
〆

切
で
カ
ッ
カ
し
て
る
と
、
セ
ー
タ
ー
を
着

て
る
の
が
暑
く
て
．
…
：
。
今
月
も
ち
ょ
っ

ぴ
り
神
戸
っ
子
の
発
行
が
遅
れ
て
ゴ
メ
ン

ナ
サ
イ
ネ
。
八
中
村
雅
子
Ｖ

★
夢
っ
て
不
思
議
で
す
ね
逢
い
た
い
人

に
逢
え
た
り
逢
い
た
く
な
い
人
に
逢
っ

て
し
ま
っ
た
り
き
ょ
う
こ
の
夢
の
中

で
も
逢
え
る
か
な
星
の
お
姫
さ
哀
私

独
身
あ
り
が
と
う
八
か
は
さ
き
Ｖ

コ
ー
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
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書
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セ
ン
タ
ー
街

日
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館
大
丸
前

漠
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三
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店
京
町
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海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
淡
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
戦
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
妬

☆
発
行
／
卵
年
ｎ
月
１
日

★
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
畑
の
１

大
神
ビ
ル
７
階

宮
剛
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
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戸
四
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一
九
六

頒
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勇易･〆‐

現代っ娘には不可欠ね〃
山下礼子さんく邦楽家〉
ｒとても･ 私には自動車の巡転は不向きとき
めかかっていたので- j - が、神戸向動車学院
の先生方は、とても親切なので、私でもこ
の分ならいい線行くんじゃないかしら。免
許は持つと便利だし、持つのが普通、もう
現代の生活では不可欠じゃないかしら。彼
にやってみなくちゃわからないよといわれ
て1 1 下必死で挑戦中です_ １、亜工

磯磯 錫錫

盃

〆

神戸自動車学院のドレーチヤー室

公安委員会指定・技能試験免除

動神戸自動車学院
蚕５８１－１２０７( 代表）

神戸市北区緑町3 丁目6 番1 号( 神鉄山の街下車）
蚕５８１－１２０７( 代表）

神戸市北区緑町3 丁目6 番1 号( 神鉄山の街下車）
●スクールバス神戸市内送迎( 三宮･ 神戸
駅･ 湊川・鈴蘭台）●保育設備有
●全車新車

●スクールバス神戸市内送迎( 三宮･ 神戸
駅･ 湊川・鈴蘭台）●保育設備有
●全車新車 ノ
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神戸のうまいもんとドリンキング、つ と
☆日本料理
識岐名代うとんあこや亭

神戸市郵合区旗塚辿７－５ＴＥＬ２３１－６３００
トアロード店ＴＥＬ3 9 1 - 2 5 3 8
兵j i l f駅前店ＴＥＬ５ｉ７５－５３０６

和 食〈れない
、‐Z 宮' k n I 斯道浜側中央

ＫＣＢビル２ＦＴＥＬ３３Ｉ－０４９４

か っぽう吉本
神戸市生田区加納町３丁目９５－１

（ニュージヤバン別館前）ＴＥＬ２４１－３４５０

撫蝋墓卿鯉鵠翻二潔；味酉
お茶; f i ･ おむすび、 る 里鴇ものし》、

神)ｉＩｌｊ' k l l l K北涯般辿２' )１
ＴＥＬ３３１－５５３５

た こ峡たちばな
三満センター胸( 旧柳筋）ＴＥＬ３３１－Ｏ５７２

北海逆郷 ' : 料理蝦夷
神ﾉﾃ市生111区'''111Ｆ通１１．１１１１５
生Ｈ１l > < 束門筋外〔門公館ビル１階

ＴＥＬ3 3 1 - 7 7 7 0

カニ料理婆婆羅（ばさら）
神ﾉ5市'k川lえ北陛狭ｊｌｎｌｌ~Iil8

‐輔阪怠i 7 I ｲ １１北側レインボープラザ１．２Ｆ
ＴＥＬ3 2 1 - 6 3 6 3

重 蒋喚 ｳ 嘉瀬戸
神戸市生田区山本通３丁目2 7 の９
瀬戸ピルＩＦＴＥＬ２２１－６５４８

☆西洋料理
崇鼻八島堂アポロン

神戸市蜂合区八幡通５丁目６ＴＥＬ2 5 1 - 3 2 3 1

レストラ〃鵜皮くあら力､ わ＞
神戸市生田区中山子２－９ＴＥＬ2 2 1 - 8 5 4 7 . 2 3 1 - 3 3 1 5

錨ｉｆ職ＥＳＡＮ－ＭＯＮ三門
神戸市生田区中山手通二丁目9 8 ノ９９ＴＥＬ３３１－５８１７

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｽ れんが亭
神戸市生田区下山手通２丁目３４ＴＥＬ3 3 1 - 7 1 6 8

レ ストランセントジョージ
神戸市生田区北野町1 丁目1 3 0 ＴＥＬ2 4 2 - 1 2 3 4

ﾚ ス トラン男爵
神戸市生田区中山: ｆｌ－１８

山手第一ヒルｌＦＴＥＬ２４１－Ｏ７７８
ｍａｉｓＯｎｄｅ 花 屋敷lnm o d e

三宮フラワーロード市役所前ＴＥＬ2 5 1 - 2 1 0 9

鉄 板グリルきゃんどる
神戸市生田区北長狭遮２－２２ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 8 3

レストランフイッシヤーマンズポート
神戸港第４突堤ポートターミナル

ＴＥＬ３３１－０３０１

りﾗ ﾒ 奥ｼ ｮ 里ロス・ヒターノス
生川Ⅸ下1 1 1 乎皿３ｒ目２２
下1 1 1 狼セントラルハイツ

ＴＥＬ3 9 1 - 5 4 3 1

レ ストランムーーンライト
グリル.鉄板焼月三宮･生国新道ＴＥＬ３３１－９５５４ＴＥＬ３３１－２５０９
ＢＡＲＢＥＣＵＥ一二

段& S ＴＥＡＫノＬ
生田区元町通３丁目
ＴＥＬ3 3 1 - 2 1 0 8

レ ストランスイスシャレー
神戸市生田区北野町３丁目4 8 アニルドマンション１Ｆ

ＴＥＬ２２１－４３４３

フランス料理ビストロドゥリヨン
神戸市生田区山本通２丁目４０－１

T E L 2 2 1 - 2 7 2 7

ピ ﾂ ﾂ ｱ ﾊ ｳ ｽ ピノツキオ
神戸市生田区中山手２－１０１

ＴＥＬ３３１－３５４５

レストランフツク東店
神戸市生田区栄町１－５－３ＴＥＬ3 2 1 - 3 2 0 7

ピザ＆ ガ ノレの店スパケティ
蜂合区琴緒町5 丁目１－７西山ピル1 F T E L 2 4 1 - 9 0 2 5

ｽ ﾃ ｰ ｷ ﾊ ｳ ｭ ｸ ﾞ リル青山
神戸市生田区中山手通2 丁目1 1 2 - 2 （トアロード) ＴＥＬ3 9 1 - 4 8 5 8

ﾚ ストランフック神戸店
神戸市生田区栄町通２丁目２４ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 5 3

レ ストラン元町フルーツホール
フランス料理 元町１番街ＴＥＬ３３１－ｌ９８７

ピザ ･ パブピザ．パテオ
神ﾉ ｒ市生田区尤町通l r i l 4 9 （た町１冊街）

ＴＥＬ３３１－９３７８

ｒ ス１ラタ火の鳥
：神戸市生田区中山手通１丁目２７

ＴＥＬ２４２－ｌ３３０

ｆ藤溌農墨潔ゴツクスタッド、
生田区山本通３丁目１８回教寺院前

ＴＥＬ２４２－Ｏ１３１

メキシコ小料理亭テイ
神戸市生出1 塁中山手逓１丁目４ﾉ 1 ２

フ ァ一ナ
パールコーポラスピル l Ｆ

ＴＥＬ２４Ｚ－００４３

f くり Z 尋謬黒牛
神戸市生田区中山手通２丁目3 9 の３６

ＴＥＬ２４１－３７３９

菩楽t ｽ ﾗ ，コーベ・ローレライ
生田区北長狭通６丁目３９

ＴＥＬ３７１－ＯＯ８６
☆喫茶
曹一小上哩にしむら劫ロ排店

中山手店・神戸市生凪区中山手通１丁目７０
T E L ２２１－１８７２．２３１－９５２４

センター街1 1 1 F・神（『i f ' 1毎Ｈ１区晶湖U r 2 r I I 3 5
T 腿Ｌ３９１－０６６９

北野店・山本旭２１. F I 9 T E L 2 4 2 - 2 4 6 7
（会側制）３Ｆ､ j f 傍所ＴＥＬ２４２－１８８０

Ｉ鞄茶力－デニァ
神戸市生田区栄町１１３－１大神ビル1 Ｆ

ＴＥＬ３２１－５１１４

伽非モーツアノレト
神戸市生田区山本通２丁目9 8 グランドマンションｌＦ

ＴＥＬ２４１－３９６ｉ
ティー＆ス ナンクサボナン

神戸市生田区中山手逆２１~ 目
（神戸女子短大前) ＴＥＬ２４] - 7 0 6 0

頁 チヲツエポック
神戸市生田区元町通３ｒ目( 浜側）

ＴＥＬ3 3 1 - 3 6 9 4

☆ｃｌｕｂ
クラブ千

神バボ' 狸Ⅱl 区ド山雁辿り２１. Ｈ２１
ＴＥＬ３９１－１０７７

ｏ Ｉｏｂ飛鳥
神〆市' 1 弓1 1 1 Ⅸ中山派ＩＴｉｌｌｌ７

ＴＥＬ３３１－７６２７

ｏ Ｉ・ｂ′ ｣ 、万
神ノｉｌＩ』'lz I I l I X東1, ' j筋中蝿ピル３Ｆ

ＴＥＬ３９１－０６３８．４３８６

Ｆ

心

ｏ ｂさち
神戸市生四躍中山添通２丁L １７５

ＴＥＬ３３１－７１２０

・ ｂなぎさ
# 1 1 1 戸市生田匡北艮峡血2 " J l T E L 3 3 1 - 8 6 2 6

く らぷぶ一げん
＝意維耐訴道浜側中央K C B ピル５Ｆ

ＴＥＬ３３１－８５９３

§ｌＡｏｋＭｏｏｎＬｉｇｈｔ
ＢＡＲＴＥＬ３３１－０8 8 6 . 3 9 1 - 2 6 9 6
C I u b T E L 3 3 1 - 0 1 5 7

ク ラプるふらん
神戸市生田区北長扶通１丁目５３ＴＥＬ3 3 1 - 2 8 5 4

☆『ＳＴＡＮＤ＆ＳＮＡＣＫ
お好み鉄板ｽ ﾅ ｯ ｸ スカーレット北野

神戸市生田砥1 上野可２北野アーパンヲイフｌＦＴＥＬ２４２－００７６

ﾄ ﾘ 髪ク & ベルビュ ･ ドール
レ人トラン

抑ｊｉ,Ij′|:1111幻Ｉ８ｌＩＩＦ旭２ｊ・’１１０１人誰ピル２１Ｆ
" r l 2 L 3 2 1 5 6 7 7

ス タンドカ、てな
生田区中山手通１丁目９０英健ビル１Ｆ

ＴＥＬ３３１－１３１６

洋 澗ハウス雑貨屋
龍1 1 1 区ド１１１候辿２」. １１８の６

（, I 訓1 1 斯道ｷ ＩＩｌｆタクシー柵上る）ＴＥＬ３２１０２６０

スタンドグラムーノレ
生I Ⅱ筋ハt ビル地階ＴＥＬ３３１４６３７

姫スナック＆ドリンク

神戸市生田区中山手通１丁目ｌ８ＴＥＬ２２１－１９５０

ｶ ｸ ﾃ ﾙ ﾗ ｳ ﾝ ｼ ﾞ サヴオ イ
商架山側テキの店北T E L 3 3 1 - 2 6 1 5

R W 鰐8 品I F E ウッドハウス
神戸市生田区下山手通１丁目３２P H O N E O 7 8 - 2 4 1 - 7 3 2 0

ス ナックビジ－ビ－
神戸市生田区中山手２丁目ＴＥＬ３９１－４５８２

居酒屋ボノレドーー
生田新道浜側中央ＫＣＢピルＢ１ＦＴＥＬ３３１－３５７５

Ｗｉｎｅａｎｄ 珍 地理屋something
神戸市生田区中山手通１丁目２４－７

大和ナイトプラザ１ＦＴＥＬ２４２－０２８８

サ ロン神戸時代
生田区中山手通１丁目２８

シヤトウコトプキピルＴＥＬ2 4 2 - 3 5 6 7

ナ イトインおしゃれ貴族
神戸市生田区中山手通１丁目２４－７

大和ナイトプラザＢ１ＴＥＬ2 4 2 - 1 9 2 5

スタ

本店洋涌の店

〈

キ

る 実
’ＩＩＩＩＩｘ:'ｉ１ＩＩＩＷｌｎｌめ７２
ＴＥＬ3 3 1 6 9 8 5

ャ ンティ
神戸市生田区北畏狭通２ノ３
ｔｅＩ３９１- 3 0 6 0 . 3 9 1 - 3 0 1 0

北店スープとパンの店神戸市生、区下山手通３ノＢノ９
ｔｅ１３３１－３６６１

D R I N K スネカジリッ子
ＳＮＡＣＫ神戸 , 市生 F I I 区下山乎通２丁１１

永晃ピルＢ１ＴＥＬ３９１－８７０８

ｍｕｓｉｃｓＰｏｔ サン卜ノーレ
トァロード店篭陶区下1 1 1 手遮２丁目トア・ロード

t e l 3 9 1 - 3 8 2 2
北野店生田区中山手通１丁Ｈ２４－７

ダイワナイトプラザ６F t e I 2 2 1 - 3 8 8 6

素 舌洞でっさん
神Jr8 1 i ' M I I |え- |じ及挟岨１．１口２５８

Ｔ】§Ｌ３３１６７７８

ＳＴＡＮＤマシニＬケナ，ダ
生1 1 1 Ⅸド１１１狼迩２ｊ~ 卜] ちゃいなタウン地下

ＴＥＬ3 3 1 - 5 5 8 7

ス ナックＧＡＳＴＲＯ
ﾄｰ ｱ ﾏ ﾂ冨妙剛県挫謡§誌：

テイー＆パブ> ､ ｳ スバスチャーリントン
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酒はめっぽう強く、特に１１水滴とくれば強いのi''1の.…･･分らない。それ
に彼の青楽好きは有稿なもの、それと蹄り･符のソイストから雌近のゴ
ーゴー、そして今流行しているバンプと．．'･･･何を師らせても絵'二なる彼
です。セクうーな感じで彼交にせまれI j表下・品。お嬢さん、いかがで
すか。．唯彼と師っでは..…篭‘〉,ﾗﾌﾌ｡ところで彼は.児のパパで寸一‘・
念のため鐘
☆衡業H制川のお知らせ琴平11／５：００Ｆ・弧.～２：００Ａ.Ｍ･IIIIlI／６：００
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★パブといえばイギリスが本｣』》。§アップランドミのマスタ－，．Ａ・トー
ﾏ ｽ さんは、ｲ キﾘ ｽ のｳ ｪ ｰ ﾙ ズ出身｡ 披閲身パブ野郎を' ' 1 認している
のですが、本助の気安くて陽気な群囲裁とライブミュージックのj i 1 ;とし
てミアップランド､ をオープンして２カJ ' 。楽しく飲んだりしゃべった
りする若荷や外人容でいつも賑やかです働今1 1はミコ.一ジツクタイムを
ご紹介しましょう。ｊI、水、金１１脚｛（８：３０Ｐ.Ｍ・から４m）／チヤーリ
ーとショウのギターとボーカル‘、火、水、ｌ:lMIil（７：２５Ｐ.Ｍ・から４１m1）
／雌波＆揃垣のピアノとペー式演舞毒
☆ランチタイム（１１：００Ａ.Ｍ､～２：００Ｐ.Ｍ､）ランチ￥40 0コーヒー、
紅茶各￥2 0 0
☆ローストピーフ￥2 . 7 0 0 シェパーズバイ￥8 5 0ステーキ＆キド皇
イバイ￥6 0 0 ゴーニッシュバースデイ（ミートパイ）￥6 0 0 フィッ
シュ＆チソプス￥5 0 0Ｊ＆Ｂ,ＯＬＤ,Ｇ技Ｇ各￥4 0 0ビール￥3 0 0
･IzlI・茶１１１１:００Ａ.Ｍ・～3:００Ａ.Ｍ･ＩＩＩ１ｍ６:００Ｐ.Ｍ･～O:００Ａ.Ｍ，
無休

☆秋も深まり爽やかな季節になりました。さわやかな秋はまたステーキ
のおいしい季節です。ステーキハウス“山崎,、へいらっしゃいませんか。
段上級の神戸肉と新鮮な生野菜をご賞味下さい。きっとご満足いただけ
るでしょう。また、落ち藩いた雰囲気、それに、各凱のワインも揃って
いますので、ゆっくりとお食耶を楽しんでいただけます。３０名ほどのパ
ーティーの予約も承っています。家族づれ、友達同士、グループなどの
会合にぜひご利砺下さい。
☆股上級神戸肉ステーキ￥5,000サーロインステーキ￥3,000テンダ
ーロインステーキ￥3,000車海老のバター焼き、アワビのパター焼き．
ビール￥3 0 0ボトル（ＯＬＤ）￥5 , 0 0 0ボトル（ホワイトホース)、
ボトル（カティサーク）各￥7 , 0 0 0
５：ＯＯＰ.Ｍ､－１：00Ａ.Ｍ・日１１，日休み
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☆空気が肌にひんやりと感じられる季節です。こういうと善は家唾的な
弊IjN気の店であたたかい食‘ｌｆをしたいもめ。§スイスシャレー蔦はスイ
ス人の経憐による乍助のスイス料理の味わえる1117です。岬かな店内は食
IIfのあとのくつろぎのひとときに雌適で．i1..．これからの砺節に(ようレシ
チスタイルのべ･ソパ÷ステーキ(￥3,700)､ダーターステーキ(￥3‘500)、
ピーフフオンデ.上一(￥3,800)、チーズフオンデユー（￥2.300）などをお
すずめしま. #．｡ご家族づれで、グループでぜひお梁しみドさい繭また、
lillMI1には衝切りのパーティーをやっています．ごｆ算に合わせて料理
を剛意しますのでお''１しつけドさい雇他にも各祁のスイス京庭料理（￥
1.500～￥２．０００)やスイス､フランス､ドイツの可イン(￥1.500-￥4,500）
を取り伽えておりま- ナ秒
１２:００１､.M､~１０２０OPM・IlI11MII休み
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可
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